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東
日
本
大
震
災
の
被
災
が
集
結
し
、
全
国
各
地
か
を
出
品
し
た
。

地
か
ら
全
国
に
情
報
発
信
ら
約
１
５
０
ひ
人
が
来
場

し
よ
う
と
、
仮
設
商
店
街
し
た
。

が
考
案
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

料
理
を
競
う
「
復
興
グ
ル

メ
Ｆ
－
１
大
会
」
が
７
月

2
1
日
、
石
巻
市
鮎
川
浜
の

仮
設
商
店
街
「
お
し
か
の

　
こ
れ
ま
で
の
大
会
は
開

催
地
の
Ｗ
背
理
が
と
も

み
を
抑
え
て
食
べ
や
す
い

と
評
判
だ
っ
た
が
、
今
回

出
品
す
る
料
理
は
考
案
中

と
い
う
。

に
１
位
に
輝
い
た
。
初
回
　
注
目
を
集
め
る
イ
ベ
ン

は
気
仙
沼
産
サ
ン
マ
の
甘
ト
で
、
商
店
主
た
ち
の
期

仮
設
商
店
街
「
お
し
か
の
露
煮
な
ど
を
パ
ン
生
地
で
待
は
大
き
い
。
店
主
代
言

れ
ん
街
」
で
開
か
れ
る
。
包
ん
だ
「
薗
沼
サ
ン
マ
の
石
森
政
成
さ
ん
（
5
1
）
は
よ

気
仙
沼
市
の
南
町
紫
市
テ
ブ
ー
ヤ
」
、
第
２
回
は
　
「
大
会
を
足
掛
か
り
に
、
　
『

　
　
　
販
飾
屋
五
菜
鴫
循
賢
匠
・
じ
　
　
　
の
れ
ん
街
の
存
在
を
知
っ
ら
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る
よ
う
に
し
た
い
」

気
込
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
１
１
１
～
で
Ｉ
Ｊ
Ｅ

一
場
、
大
船
渡
市
の
お
お
ふ
サ
ン
マ
の
す
リ
身
を
す
い
～
午
後
３
時
。
６
月
1
5
日

一
な
と
夢
商
店
街
に
続
く
第
と
ん
の
皮
に
く
る
ん
だ
汁
ま
で
出
場
団
体
を
募
集
し

一
３
回
大
会
で
、
石
巻
地
方
料
理
「
大
船
渡
さ
ん
ま
ば
て
い
る
。
連
絡
先
は
主
催

・
の
開
催
は
初
め
て
。
　
　
っ
と
う
」
だ
っ
た
。
　
　
団
体
の
一
つ
、
国
際
医
療

ノ
大
会
は
出
品
料
理
を
来
　
の
れ
ん
街
は
第
２
回
に
援
助
団
体
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
岡

場
者
が
食
べ
比
べ
て
投
票
参
加
。
ツ
チ
ク
ジ
ラ
の
竜
山
市
）
の
大
政
朋
子
さ
ん

し
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
め
田
揚
げ
と
キ
ャ
ベ
ツ
、
ト
０
８
０
（
２
９
２
３
）
６

る
仕
組
み
。
前
回
は
岩
手
、
マ
ト
を
パ
ン
に
挟
ん
だ
１
１
４
．

宮
城
同
県
か
ら
計
Ｈ
店
舗
「
お
し
か
モ
ビ
ー
ド
ッ
ク
」
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